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序

慶
慮
義
塾
大
学
文
学
部
に
所
属
す
る
雲
文
学
会
々
員
の
寄
稿
論
文
よ
り
成
る
本
巻
は
、
義
塾
の
大
学
部
、
す
な
わ
ち
今
日
の
文
学
部
、
経

済
学
部
、
法
学
部
の
前
身
た
る
文
学
科
、
理
財
科
、
法
律
科
の
三
学
科
開
設
百
周
年
を
記
念
す
る
論
文
集
で
あ
る
。

一
八
五
八
年
（
安
政
五
年
）
、
福
津
諭
吉
に
よ
っ
て
江
戸
鉄
砲
洲
の
奥
平
中
屋
敷
に
開
か
れ
た
蘭
学
塾
は
、
そ
の
後
英
学
を
中
心
と
す
る

学
科
は
単
一
学
科
で
あ
り
、
こ
れ
が
、
文
学
、
哲
学
、
史
学
の
三
学
科
に
分
化
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
二
十
年
後
、

一
九
一

O
年
ハ
明
治
四
十

一一 1 一一

洋
学
塾
・
慶
臆
義
塾
と
し
て
発
展
し
、

一
八
九

O
年
（
明
治
二
十
コ
一
年
〉
に
、
右
の
大
学
部
三
学
科
が
設
置
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
当
時
の
文

三
年
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
幹
事
石
田
新
太
郎
は
文
学
科
の
大
刷
新
を
首
唱
し
、
文
学
科
創
設
当
時
に
審
美
学
を
講
じ
て
義
塾
と
浅
か
ら
ぬ

関
係
に
あ
っ
た
森
鴎
外
に
は
か
り
、
そ
の
推
挽
に
よ
っ
て
、
永
井
荷
風
を
文
学
科
の
教
授
と
し
て
迎
え
た
。
鴎
外
は
、
当
時
京
都
帝
国
大
学

の
教
授
で
あ
っ
た
上
田
敏
と
共
に
文
学
科
の
顧
問
と
な
り
、
荷
風
は
教
壇
に
立
つ
と
同
時
に
、
新
た
に
発
刊
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
『
三
田

文
学
』
の
編
集
主
任
を
兼
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
日
の
文
学
部
文
学
科
の
基
礎
は
こ
の
時
築
か
れ
た
と
言
い
得
ょ
う
。
そ
の
意
味
に
お
い

て
、
『
塞
文
研
究
』
の
本
巻
は
、
文
学
部
文
学
科
の
設
置
八
十
周
年
を
記
念
す
る
論
集
と
言
う
こ
と
も
出
来
る
と
思
う
。

第
二
次
大
戦
後
、

一
九
五

O
年
（
昭
和
二
十
五
年
）
に
至
り
、
文
学
、
言
語
学
、
美
学
関
係
の
教
員
を
主
体
と
し
て
－
設
立
さ
れ
た
学
会

が
、
わ
が
喜
文
学
会
で
あ
る
。
『
義
文
研
究
』
は
そ
の
翌
年
創
刊
さ
れ
た
。
当
時
の
学
会
委
員
長
、
西
脇
順
三
郎
教
授
は
、
次
の
よ
う
な
「
創



刊
の
辞
」
を
記
し
て
お
ら
れ
る
。

「
慶
鷹
義
塾
大
学
文
学
部
関
係
の
人
達
の
文
学
、
一
一
一
口
語
及
び
翠
術
方
面
の
諸
研
究
を
紀
要
と
し
て
、
こ
こ
に
『
喜
文
研
究
』
を
創
刊
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
紀
要
は
慶
慮
義
塾
大
学
文
学
部
義
文
学
会
の
学
術
機
関
誌
で
、
年
二
回
刊
行
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。
年
々
新
し

い
研
究
を
発
表
し
て
日
本
の
学
会
の
み
な
ら
ず
、
広
く
世
界
の
学
界
に
も
貢
献
し
得
る
よ
う
に
益
々
発
展
し
将
来
永
く
栄
え
行
く
こ
と
を
、

創
刊
に
あ
た
り
切
に
祈
念
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
」

義
文
学
会
は
西
脇
先
生
に
つ
い
で
、
佐
藤
朔
、
池
田
蒲
三
郎
、
白
井
浩
司
、
村
松
瑛
、
若
林
員
の
諸
教
授
が
委
員
長
に
就
任
さ
れ
、
学
会

の
発
展
に
大
き
な
貢
献
を
重
ね
て
来
ら
れ
た
。

究
発
表
は
、

一
九
五
二
年
（
昭
和
二
十
七
年
〉
十
一
月
六
日
の
、
第
三
回
研
究
発
表
会
で
あ
っ
た
。
当
時
未
だ
二
十
代
後
半
の
若
々
し
い
助

一－ il -

些
か
個
人
的
な
思
い
出
に
つ
い
て
語
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
私
が
学
部
二
年
の
塾
生
と
し
て
、
は
じ
め
て
聴
い
た
童
文
学
会
の
研

手
だ
っ
た
村
松
瑛
、
鈴
木
孝
夫
、
大
浜
甫
三
先
生
の
発
表
を
拝
聴
し
た
こ
と
を
、
私
は
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
鮮
明
に
記
憶
し
て
い
る
。
当

時
の
研
究
発
表
会
は
委
員
長
の
西
脇
先
生
を
は
じ
め
、
折
口
信
夫
、
久
松
潜
一
、
佐
藤
信
彦
、
森
武
之
助
、
池
田
弥
三
郎
、
奥
野
信
太
郎
、

厨
川
文
夫
、
岩
崎
良
三
、
佐
藤
朔
、
白
井
浩
司
、
相
良
守
峯
、
大
野
俊
一
、
守
屋
謙
二
、
菅
沼
貞
三
と
い
っ
た
諸
先
生
が
、
会
場
の
前
席
に

並
ん
で
若
い
研
究
者
の
発
表
を
熱
心
に
聴
い
て
お
ら
れ
、
常
に
緊
張
し
た
空
気
が
張
り
つ
め
て
い
た
。

私
が
は
じ
め
て
そ
の
研
究
発
表
を
拝
聴
し
た
三
先
生
の
内
、
村
松
先
生
は
す
で
に
先
年
定
年
退
職
さ
れ
、
そ
れ
を
記
念
す
る
『
童
文
研

究
』
の
フ
ェ
ス
ト
シ
ュ
リ
フ
ト
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
鈴
木
、
大
浜
の
両
先
生
も
相
次
い
で
定
年
退
職
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
大
浜
先
生
の
た
め
の
『
嘉
文
研
究
』
記
念
号
が
目
下
編
集
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

D



諸
先
生
の
築
い
て
来
ら
れ
た
学
統
を
守
り
、
嘉
文
学
会
の
充
実
、
発
展
を
期
す
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
後
進
の
義
務
で
あ
る
と
信
ず
る
。

慶
慮
義
塾
大
学
部
開
設
百
年
、
文
学
部
「
文
学
科
」
設
置
八
十
年
、
そ
し
て
蚕
文
学
会
創
設
四
十
年
と
い
う
こ
の
記
念
す
べ
き
時
に
当
り
、

わ
が
文
学
部
に
お
け
る
文
学
・
言
語
研
究
の
成
果
の
一
端
を
示
す
論
文
集
を
刊
行
し
得
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
大
き
な
喜
び
で
あ
る
。

慶
庭
義
塾
大
学
喜
文
学
会
委
員
長

安

東

出・，8Ha
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